
　平成２９年９月から昨年４月まで続いた黒潮
大蛇行による高水温の影響で海藻が生育できな
くなったり、海藻を食物とする魚に食べられた
りし、伊豆半島沿岸に生育するカジメやワカメ
等の大型海藻がほぼなくなってしまいました。

　そのような中、下田海中水族館でワカメが繁
茂しているとの情報を得、２月１２日に確認さ
せてもらいました。写真のように立派なワカメ
がたくさん生育していました。こちらは天然の
入り江を利用した施設で海と繋がっており、ま
た、外海とは網で仕切りがあるため海藻を食べ
る魚が侵入できない状況にありました。このこ　
　　　　　　　　　　　　　とが魚に食べられ
　　　　　　　　　　　　　ることなくワカメ
　　　　　　　　　　　　　が生き残った要因
　　　　　　　　　　　　　ではないかと考え
　　　　　　　　　　　　　ています。
　　　　　　　　　　　　　　今後、周辺海域
　　　　　　　　　　　　　へワカメが拡大し
　　　　　　　　　　　　　ていくことを期待
　　　　　　　　　　　　　します。

令和8年3月　静岡県水産・海洋技術研究所伊豆分場ニュース
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当場には、自由に見学できる展示施設があります。皆様のお越しをお待ちしています。
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西伊豆におけるムラサキウニ採捕活動

　

　

　　伊豆半島沿岸では、海藻群落が減少、消失す
る「磯焼け」が深刻化しています。
　西伊豆町仁科地先の沿岸域では、テングサ類
やアントクメといった海藻群落が減少傾向にあ
り、その要因の一つとして、約４年前から仁科
沿岸で大量に見られるようになった「ムラサキ
ウニ」による食害が考えられています。こうし
た状況を受け、伊豆漁業協同組合西伊豆統括支
所は採貝藻漁業者やダイビングショップと連携
してムラサキウニの採捕活動を実施しており、
県もこの取組を支援しています。
　採捕活動は、かつてテングサの好漁場であり
「トンボロ現象」で有名な「三四郎島」周辺で
実施し、令和６年度の採捕個数は約5,000個、
令和７年度は約23,000個と積極的な採捕活動を
継続した結果、CPUE（採捕者1人１時間あたり

名誉漁業士の称号授与下田海中水族館でワカメ繁茂

採捕個数）は200

個から123個に減
少し、ムラサキウ
ニ分布密度の低下
に繋がりました。
この取組効果と思
われる現象が海藻
群落でも見られは
じめ、これまでほ
とんど海藻が生え
ていなかった岩場
に今年の２月頃か
らテングサが繁茂
するようになりました。これを契機に、より広
範囲に海藻群落が回復するよう、県は引き続き
この取組を支援していきます。

　写真提供：マリンステーション堂ヶ島

　２月６日、伊東市内で開催された県漁業士会
通常総会において、高田充朗氏、新井俊文氏の
お二方が名誉漁業士の称号を授与され、同時に
吉野水産・海洋局長より長年の功績を称えた感
謝状が手渡されました。

　お二人とも漁業士会を定年退会となってしま
われましたが、これからも東部地区と県の漁業
士会活動を見守っていただきたいと思います。

写真前列左：新井俊文氏、前列中央：高田充郎氏
名誉漁業士：65歳の定年を迎えるまで10年以上、指導漁業士とし
て活躍し、漁業士会活動に大きく貢献された方に贈られる称号です

　写真
　　桟橋に付着し、生育したワカメ

3月の予定●潜水調査（テングサ作柄調査ほか）●下田市水産・海洋学講座（４日）●キンメダイ種苗生産
研究等報告会（５-６日）●水産海洋地域研究集会（１２日）●水産多面的報告会・藻場相談会（１６日）


